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 基本理念と経営方針 

京都府の流域下水道事業は、日常生活や事業活動に欠かすことのできない公共施設として、処

理区域内における公衆衛生の確保はもとより、南部の 3流域下水道では大阪・兵庫 1,100万人の

水道水源として利用されている淀川水系の水質保全、北部の宮津湾流域下水道では日本三景の一

つである特別名勝天橋立の自然環境を保全するという極めて重要な役割を担っています。 

一方で、下水道を巡っては、施設老朽化や災害リスクの増大、物価高騰や人口減少による収入

減、執行体制の脆弱化などの課題を抱える中で、アセットマネジメントや施設の強靭化により、

いかなる時にも下水道の機能を維持するとともに、都市浸水からの安全を確保し、持続的な社会

形成に向けた地球温暖化対策や資源循環等を推進するため、持続的で健全な事業経営を図ること

が求められます。 

これらの課題に対応し、下水道の目的である「都市の健全な発達及び公衆衛生の向上、公共用

水域の水質保全」を推進するため、以下のとおり、基本理念と経営方針を位置づけます。 

 

【基本理念】 

『都市の発展と住民生活を支える持続的な京都の下水道』 

府民の生活や事業活動に欠かすことのできない下水道施設の機能を長期に亘って確実に維持し

向上させること、並びに、大阪・兵庫などの重要な水道水源となっている淀川等の水質を保全す

ることという２つの社会的役割を果たすため、老朽化が進行する施設を効率的・戦略的に維持・

強靱化し、京都南部地域の開発など地域の発展を支える基盤施設を構築します。 

あわせて、環境との調和を図りながら、人口減少などの社会情勢の変化に対応するため、効率

的な事業マネジメントと健全な経営に努め、持続可能な流域下水道事業を運営していきます。 

【経営方針】 

○都市の発展を支える社会基盤を構築します 

・地域の開発を支える施設増設（施設増設） 

・都市浸水対策（いろは呑龍トンネル事業） 

○良好な環境を創造し、持続的な社会を形成します 

・公衆衛生の向上、水環境の保全 

（施設増設、老朽化対策、耐震化・耐水化、高度処理、雨天時浸入水対策） 

・資源循環形成、地球温暖化対策、創エネ・省エネ（下水汚泥有効利用、省エネルギー対策） 

○将来に亘って持続的な事業運営を推進します 

・健全な施設の維持（老朽化対策、維持修繕、耐震化・耐水化、ダウンサイジング） 

・健全な経営（収支均衡、安定・公平な財源確保、コスト縮減） 

・執行体制・技術力確保（人材確保・育成、民間事業者活用等） 

・効率的な事業運営（広域化・共同化、雨天時浸入水対策、新技術導入、民間事業者活用） 
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ＳＤＧs（エスディージーズ）は、「誰一人残さない」を合言葉に、持続可能な社会の実現を国際社会全体で 
目指す指す１７の普遍的なゴール（目標）と１６９のターゲット（達成基準）であり、実現に向けて各国政府 
だけでなく、地方公共団体や企業等の主体的な取組みが求められています。 

 京都府流域下水道事業経営戦略の基本理念と経営方針は、ＳＤＧs の理念や方向性等に共通するものであり、 
ＳＤＧs の達成に貢献するものです。 

 
※ＳＤＧs＝「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」の略称で、2015（平成 27） 
年 9 月の国連サミットで採択された国際目標です。 

 

すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する 

 

 
       すべての人に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセ 

     スを確保する。  

      
強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術 
革新の拡大を図る 

 

 

都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする 

 

 

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

 

 

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する 

 

 

 

 

（参考）京都府流域下水道事業とＳＤＧｓについて 

 


